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開発途上国におけるサステイナブル・カカオ・プラットフォーム

●目的：

開発途上国における社会的・経済的・環境的に持続可能なカカオ

産業の実現に関心を有する本邦関係者間の協働を促進することを通

じて、その実現を図る上での課題の解決を推進する。

●活動

(1) 会員間の情報・経験の共有

(2) 会員間の協働の促進

(3) 国内外に対する発信 等





JICA主導事業
*ガーナにおける
新規事業形成中

企業・NGO等
主導事業

人権DD・グリーバ
ンスメカニズムの

設計
日本の市民への発信

開発途上国における社会的、経済的、環境的に持続可能なカカオ産業
（＝サステイナブル・カカオ）の実現への貢献

国際的なパートナーシップ
ILO, UNICEF, 世界カカオ財団, 
国際カカオイニシアティブ, 米国

労働省、各国のサステイナブ
ル・カカオ・プラットフォーム

(GISCO,SWISSCO, etc.) 

事業

連携
学び合い

参加 / 共創・協働
資源動員

知見の共有

会員：業界団体、企業、コンサルタント、NGO、弁護士 他
(42団体と76個人) ※2022年2月現在

(1) 会員間の情報・経験の共有
(2) 会員間の協働の促進
(3) 国内外に対する発信 等

プラットフォーム

責任ある企業行動
消費行動（エシカル消費等）

経済社会開発



●持続可能な開発目標（SDGs）

●「ビジネスと人権」に関する行動計画
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bhr/index.html

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100104121.pdf

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/bhr/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100104121.pdf


プラットフォーム設立以降の歩み（主な活動）
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2019年12月 「サステイナブル・カカオに向けた共創ワークショップ」 （東京）

2020年1月 「開発途上国におけるサステイナブル・カカオ・プラットフォーム」設立

2020年2月 一般公開イベント「SDGsとチョコレート」（約60名参加）

2020年6月 ILO-JICA オンライン勉強会「児童労働とビジネス」（140名超参加）

2020年9月 会員向けメルマガ配信開始

2020年10月 アメリカ労働省との連携による勉強会「西アフリカのカカオ産業における児童労働（NORC調査報告）」

2020年10月 JICAがガーナ「カカオ・セクターを中心とした児童労働にかかる情報収集・確認調査」開始

2020年12月 サステイナブルカカオに関する勉強会（ウェビナー）（118名参加）

2021年3月 児童労働撤廃国際年アフリカ地域キックオフイベントでJICAが「2021 Action Pledge」を発表

2021年3月 SHIBUYA QWS共催「サステイナブル・カカオとは？－チョコレート選びの新たな視点―」（ウェビナー）
（127名参加）



プラットフォーム設立以降の歩み（主な活動）
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2021年4月 エクアドル生産・貿易・投資・漁業省共催イベント「エクアドル・サステイナブル・カカオ国際フォーラム」
（ウェビナー）（157名参加）

2021年5月 JICAがコートジボワール「ブロックチェーン技術を活用した児童労働の防止に係る基礎情報収集・確認調査」
開始

2021年7月 会員ミーティング「プラットフォームの今後を考える」開催

2021年8月 「カカオ豆フェアトレード分科会」設置

2021年10月 ロゴ決定（会員投票）

2021年10月 会員数100達成

2021年12月 会員ミーティング「プラットフォームの今後を考える」第2回開催

2021年12月 「カカオ産業における児童労働の撤廃」分科会設置

2022年2月 SHIBUYA QWS共催「はじめよう！サステイナブル・カカオ―生産と消費をつなぐには？」（ウェビナー）

*活動の詳細はこちら↓
https://www.jica.go.jp/activities/issues/governance/platform/event/index.html

https://www.jica.go.jp/activities/issues/governance/platform/event/index.html

